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図14:URu2Si2のdEvA振動
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｢強相関伝導系の物理 若手秋の学校｣
図22:超伝導状態で付加されるデイング)I,温度△TDと骨伝導状態の値で規格化したサイ
クロトロン有効質量の磁場依存性｡実線は式(14)と式(15)をH-0.7HC2の値で
フイットさせたもの｡
5 これから
｢強相関伝導系の物理｣としては､異方的な超伝導ギャップを現実のフェルミ面上で検出する
プローブとして､この超伝導状態でのdHvA効果を応用することに興味がある｡ その前段階とし
て､超伝導状態でのdHvA効果の原理が､普通の等方的な超伝導体で正確に説明できなければな
らないが､現在はまだこの投階である｡
ギャップ検出のプローブとしての可能性を議論した過去の論文 【30,311と併せて､正確に記述
する概念を確立する必要がある｡Brandtの状態密度がほぼ正しいとすると､ギャップレス領域を
dHvA軌道が通過するかしないかで振幅の磁場依存性 (TTlに反映)が異なるはずである｡その依
存性をできるだけ正確に計算し実験と比較検討することになる｡また､有効質量の変化にも情報
が含まれることも期待される｡
ところで､超伝導ギャップの異方性を検出してフェルミ面上にマップする他の有力な実験手段
として角度分解光電子分光がある.角皮分解光電子分光は分解能が十分高ければ､実験的にE-k曲
線が措け､フェルミ面を決定でき､さらに超伝導ギャップも直接マップできる｡ ただ､分解能が今
のところ10meV位であり､ギャップの大きな高温超伝導体では観測可能であるが【32,33トTcの
低い化合物では観測できない｡しかし､ゼロ磁場での測定が可能であり､将来＼分解能が飛躍的
に向上すれば非常に有力な実験手段になる可能性がある｡
また､非常に古いところではトンネル効果を利用してSnの超伝導ギャップの大きさの異方性を
マッピングした例もある[341｡この研究の真偽の程は定かではないが､可能性のひとつかもしれ
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ない｡
超伝導中のdHvA効果は超伝導ギャップをマップするプローブとして可能性を秘めている｡dHvA
効果の特徴は､フェルミ面を極めて精度よく求めることができることにあり､理論的背景がはっ
きりすればギャップの異方性も精度良く観測できるはずである｡ 超伝導電子対の対関数を現実の
フェルミ面にマップするとどうなっているのか? フェルミ面上のJ電子の相関の強い領域や磁
性に強く寄与するフェルミ面の領域などにどう左右されるのか､また左右されないのか､興味深
い問題である｡
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